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子育て環境づくり対策費

戦略項目

担当名:担当名:総務・子育てムーブメント担当

01　　　子育ての安心

010101　子育て支援の充実

予算額

決定額 4,8044,804
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4,8044,804 4,8044,804
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多子世帯応援ショップ事業

１　事業の概要

　平成２２年の夫婦の平均出生児数は１．９６である。

３人以上の子供を持ちたいという希望を実現できるよう

社会全体で多子世帯を応援する気運醸成を図る。

２　事業主体及び負担区分

（県１０/１０）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×0.8人＝7,600千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　子供が３人以上の多子世帯向けに特典を提供する協賛店を広く募集し、民間と連携して社会全体で多子世帯を応援
　　する気運醸成を図る。

（２）事業計画
　　　ア　県内企業への働きかけ
　　　　　県経営者協会、商工会議所連合会、商工会連合会などへ協賛店募集の働きかけを行う。
　　　　　対象：多子世帯の経済的な負担感が大きい教育や住宅を中心に開拓
　　　　　（教育・住宅ローンの金利軽減、塾代、住宅建築費など）

　　　イ　県内企業への周知・広報
　　　　　広報用チラシ、リーフレット、ステッカー等作成

　　　多子世帯応援ムーブメントの醸成
（３）事業効果

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　民間と連携して社会全体で多子世帯を応援する気運醸成を図る。

(単位：千円)

分野施策


